
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
阪
府
本
部
・
荻
田
書
記
長

が
訴
え
ま
し
た
。
荻
田
書
記

長
は
、「
か
つ
て
日
本
が
ア
ジ

ア
を
は
じ
め
世
界
中
で
惨
禍

を
引
き
起
こ
し
、
多
く
の
尊

い
命
を
失
っ
た
と
い
う
痛
切

な
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
、「
二

度
と
戦
争
は
し
な
い
」
と
い

う
国
際
社
会
へ
の
、
そ
し
て

私
た
ち
自
身
へ
の
固
い
誓
い

で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

高
市
政
権
は
自
衛
隊
の
明
記

な
ど
を
通
じ
、
憲
法
9
条
の

形
骸
化
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
軍
備
の
増
強
は
周

辺
国
と
の
軍
拡
競
争
を
招

き
、
か
え
っ
て
有
事
の
リ
ス

ク
を
高
め
ま
す
。
軍
備
の
拡

張
や
憲
法
の
改
悪
が
も
た
ら

す
も
の
は
、
抑
止
力
で
は
な

く
、
周
辺
国
と
の
果
て
し
な

い
緊
張
の
連
鎖
で
す
。
平
和

は
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
で
は

な
く
、
粘
り
強
い
外
交
努
力

と
対
話
に
よ
っ
て
の
み
築
か

れ
ま
す
。
戦
後
80
年
以
上
に

わ
た
り
、
日
本
が
一
度
も
他

国
と
戦
火
を
交
え
ず
、
他
国

の
人
を
傷
つ
け
な
か
っ
た
の

は
、
憲
法
9
条
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
こ
の
「
平
和
国
家
」

と
し
て
の
信
頼
こ
そ
、
最
大

の
安
全
保
障
で
す
。
私
た
ち

は
、
武
力
に
よ
る
平
和
で
は

な
く
、
対
話
に
よ
る
平
和
を

求
め
ま
す
。 

高
市
政
権
に
よ

る
憲
法
9
条
の
改
悪
に
、
NO

の
声
を
共
に
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
」
と
市
民
・
府
民

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
約
１

時
間
の
宣
伝
で
署
名
が
○
○

筆
が
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
関
心
度
が
高
い
と
感
じ

ま
し
た
。 

 

全
体
参
加
者
３２
名
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
入
り
ビ
ラ
３
０
８
枚

建
交
労
大
阪
２
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

 

６
月
１９
日
（
金
）
京
橋
駅

連
絡
線
に
お
い
て
、
大
阪
労

連
の
呼
び
か
け
で
憲
法
９
条

改
悪
阻
止
の
宣
伝
行
動
に
取

り
組
み
、
建
交
労
大
阪
も
結

集
し
ま
し
た
。
冒
頭
に
大
阪

労
連
・
福
岡
議
長 

が
「
憲
法
９
条
改
悪
阻
止
」

の
訴
え
、
そ
の
後
に
建
交
労
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大
阪
の
２
０
２
６
年
国
民

平
和
大
行
進
は
、
６
月
２４
日

（
水
）
～
７
月
７
日
（
火
）

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
民

平
和
大
行
進
は
、
１
９
５
８

年
に
日
本
山
妙
法
寺
の
故
西

本
敦
上
人
の
呼
び
か
け
で
同

寺
の
僧
が
始
ま
り
で
す
。
今

年
は
被
爆
か
ら
８１
年
を
迎

え
て
い
ま
す
。
核
兵
器
も
戦

争
も
な
い
平
和
な
世
界
を
つ

く
る
た
め
に
毎
年
引
き
継
が

れ
て
現
在
も
な
お
、
国
民
平

和
大
行
進
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
建
交
労
大
阪

も
賛
同
し
、
東
京
～
広
島
へ

向
か
う
コ
ー
ス
の
大
阪
で
す

べ
て
の
幹
線
コ
ー
ス
を
歩
き

ま
し
た
。 

 

１
日
目
の
国
民
平
和

大
行
進
の
参
加
者 
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５
日
目
は
、
河
内
長
野
市

役
所
～
汐
ノ
宮
公
園
～
富
田

市
多
文
化
共
生
人
権
プ
ラ
ザ

～
喜
志
駅
ま
で
の
コ
ー
ス
を

岡
本
執
行
委
員
が
参
加
。
関

西
支
部
・
福
山
組
合
員
が
宣

伝
カ
ー
の
運
転
手
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
も
深

夜
・
早
朝
が
大
雨
で
し
た
が
、

行
進
時
に
は
無
事
雨
も
上
が

り
ま
し
た
。 

 

 

４
日
目
は
、
浜
寺
公
園
～

石
津
太
神
社
～
み
み
は
ら
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
棟
）
～

堺
市
役
所
ま
で
の
コ
ー
ス
を

関
西
合
同
支
部
組
合
員
２

名
、
関
西
支
部
・
福
山
組
合

員
が
参
加
。
関
西
合
同
支

部
・
長
谷
川
組
合
員
が
宣
伝

カ
ー
運
転
手
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
台
風
が
接
近
し
て

い
ま
し
た
が
、
無
事
に
行
進

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
岸
和
田
市
役

所
～
忠
岡
市
役
所
～
泉
市
役

所
ま
で
の
コ
ー
ス
を
荻
田
書

記
長
・
工
藤
執
行
委
員
・
関

西
支
部
・
福
山
組
合
員
が
参

加
。
関
西
合
同
支
部
・
長
谷

川
組
合
員
が
宣
伝
カ
ー
の
運

転
手
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。 

 

 

初
日
に
は
、
泉
佐
野
市
役

所
を
出
発
～
住
吉
神
社
～
貝

塚
市
役
所
～
岸
和
田
市
役
所

ま
で
の
コ
ー
ス
を
荻
田
書
記

長
が
参
加
。
関
西
支
部
・
福

山
組
合
員
が
宣
伝
カ
ー
の
運

転
手
と
し
て
参
加
。 

２
日
目
の
国
民
平
和 

大
行
進
の
参
加
者 

３
日
目
は
、
台
風
の
影
響
に

よ
る
大
雨
の
た
め
、
集
会
の

み
行
い
ま
し
た
。
集
会
に
は
、

関
西
支
部
・
福
山
組
合
員
が

参
加
。
宣
伝
カ
ー
運
転
手
に

関
西
合
同
支
部
・
穀
谷
組
合

員
が
参
加
予
定
で
し
た
。 

４
日
目
の
国
民
平
和

大
行
進
の
参
加
者 

 

 

５
日
目
の
国
民
平
和 

 
 

大
行
進
の
参
加
者 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１
日
目
は
、
寝
屋
川
市
役

所
～
成
田
山
不
動
尊
～
香
里

団
地
～
枚
方
市
役
所
ま
で
の

コ
ー
ス
を
関
西
合
同
支
部
・

澤
組
合
員
と
大
阪
府
本
部
・

荻
田
書
記
長
が
参
加
。
関
西

支
部
・
福
山
組
合
員
が
宣
伝

カ
ー
の
運
転
手
と
し
て
」
参

加
し
ま
し
た
。 

 

７
日
目
は
、
大
和
川
河
川

敷
に
お
い
て
奈
良
県
か
ら
の

引
継
ぎ
集
会
を
行
い
、
柏
原

市
役
所
を
出
発
～
堅
下
駅
～

八
尾
買
い
物
公
園
～
八
尾
市

内
行
進
～
桜
ヶ
丘
公
園
ま
で

の
コ
ー
ス
を
荻
田
書
記
長
が

参
加
。
関
西
支
部
・
福
山
組

合
員
が
宣
伝
カ
ー
運
転
手
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

６
日
目
は
、
羽
曳
野
市

役
所
を
出
発
～
藤
井
寺
市
役

所
～
松
原
市
役
所
ま
で
の
コ

ー
ス
を
大
阪
合
同
支
部
・
伊

藤
組
合
員
が
参
加
。
関
西
支

部
・
福
山
組
合
員
が
運
転
手

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

関
西
支
部
・
山
本
組
合
員
が

運
転
手
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。 

 

１０
日
目
の
国
民
平
和

大
行
進
の
参
加
者 
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６
日
目
の
国
民
平
和 

大
行
進
の
参
加
者 

 

７
日
目
の
国
民
平
和 

大
行
進
の
参
加
者 

 

８
日
目
の
国
民
平
和 

大
行
進
の
参
加
者 

 

８
日
目
は
、
住
吉
市
役
所

を
出
発
～
あ
べ
の
ベ
ル
タ
西

側
公
園
～
大
阪
城
教
育
塔
前

ま
で
の
コ
ー
ス
を
此
花
支

部
・
山
本
組
合
員
が
参
加
。

 

９
日
目
の
国
民
平
和 

大
行
進
の
参
加
者 

 
９
日
目
は
、
大
阪
教
育
塔

前
を
出
発
～
大
阪
地
方
裁
判

所
前
公
園
～
南
森
町
～
都
島

区
役
所
～
都
島
本
通
～
赤
川

１
～
旭
区
役
所
・
大
宮
公
園

ま
で
の
コ
ー
ス
を
神
田
支

部
・
○
○
組
合
員
が
参
加
。 

 

関
西
支
部
・
福
山
組
合
員

が
宣
伝
カ
ー
運
転
手
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。 

 

１０
日
目
は
、
守
口
市
役
所

～
門
真
市
役
所
～
友
呂
岐
公

園
～
寝
屋
川
市
役
所
ま
で
の

コ
ー
ス
を
関
西
支
部
・
松
田

組
合
員
と
福
山
組
合
員
が
参

加
。
大
阪
府
本
部
・
荻
田
書

記
長
が
宣
伝
カ
ー
運
転
手
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

１１
日
目
の
国
民
平
和 

大
行
進
の
参
加
者 

 

１２
日
目
の
国
民
平
和

大
行
進
の
参
加
者 

 

１２
日
目
は
、
高
槻
市
役
所

～
総
持
寺
団
地
～
茨
木
市
役

所
ま
で
の
コ
ー
ス
を
関
西
合

同
支
部
・
太
田
組
合
員
と
田

中
組
合
員
、
関
西
支
部
・
福

山
組
合
員
が
参
加
。
大
阪
府

本
部
か
ら
は
、
前
村
執
行
委

員
長
、
橋
本
副
委
員
長
が
参

加 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１３日（日）１０時 

第２８回大阪府本部 

定期大会・国労大阪会館 

で開催します。 

加
苅
匠
弁
護
士
・
大
阪
法
律
事

務
所
を
講
師
に
お
迎
え
し
て

２
部
制
で
学
習
し
ま
し
た
。
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク
に
関
す
る
法
令

で
は
、
２
つ
の
職
場
で
働
く
労

働
者
が
１
日
に
８
時
間
以
上

働
い
た
場
合
の
割
り
増
し
賃

金
は
ど
ち
ら
の
企
業
が
負
担

す
る
の
か
な
ど
詳
し
く
学
習

し
ま
し
た
。
裁
量
労
働
制
改
悪

で
は
、
適
用
業
種
の
拡
大
を
狙

っ
て
い
る
こ
と
や
長
時
間
労

働
の
助
長
な
ど
に
も
触
れ
な

が
ら
学
習
し
ま
し
た
。
全
体
の

参
加
者
は
２８
名
、
建
交
労
大

阪
か
ら
荻
田
書
記
長
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
相
談

員
が
労
働
基
準
法
を
正
し
く

理
解
し
、
相
談
者
に
対
し
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
相
談
員
の
ス

キ
ル
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。」
と
述
べ
ま
し

た
。
今
回
の
学
習
交
流
会
は
、

「
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
に
関
す
る

法
令
の
ポ
イ
ン
ト
と
問
題

点
」
を
テ
ー
マ
に
、
富
田 

真

平
弁
護
士
・
き
づ
が
わ
法
律

事
務
所
、「
裁
量
労
働
制
改
悪

の
内
容
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、

 

大
阪
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

学
習
交
流
会
は
、
７
月
１８
日

（
土
）
午
後
１
時
か
ら
国
労

大
阪
会
館
大
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
習

交
流
会
は
、
大
阪
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー
・
舛
田
相
談
員
の

司
会
進
行
で
始
ま
り
、
冒
頭

に
主
催
者
を
代
表
し
て
川
辺

所
長
が
あ
い
さ
つ
。
川
辺
所

長
は
、「
労
基
法
は
近
年
改
正

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
複
雑
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
市
首
相
は
経
団
連
の
意
向

ど
お
り
に
労
基
法
を
改
悪
し

 

１４
日
目
の
国
民
平
和 

大
行
進
の
参
加
者 

加
。
大
阪
府
本
部
・
荻
田
書

記
長
が
宣
伝
カ
ー
運
転
手
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。 
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１３
日
目
の
国
民
平
和

大
行
進
の
参
加
者 

 

１３
日
目
は
、
茨
木
市
役
所
～

摂
津
市
役
所
～
吹
田
市
役
所

ま
で
の
コ
ー
ス
を
関
西
支

部
・
川
原
組
合
員
・
難
波
組
合

員
が
参
加
。
関
西
支
部
・
福
山

組
合
員
が
宣
伝
カ
ー
の
運
転

手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

１４
日
目
の
最
終
日
は
、
豊

中
市
役
所
～
池
田
市
役
所
～

川
西
市
役
所
ま
で
の
コ
ー
ス

を
行
進
し
、
兵
庫
県
へ
引
継

ぎ
ま
し
た
。
最
終
日
ま
で
事

故
や
大
き
な
ケ
ガ
も
な
く
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
大
阪
府

本
部
・
荻
田
書
記
長
。
関
西

支
部
・
福
山
組
合
員
が
宣
伝

カ
ー
の
運
転
手
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。 


